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精華女子高等学校 延岡学園高等学校
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

4 * (C) 17 3 3 2 3 4 * (C) 0 0 0 0 1

5 - - - - - - - 5 - - - - - - -

6 * 5 0 2 1 4 6 - - - - - - -

7 * 24 2 8 2 1 7 - - - - - - -

8 0 0 0 0 0 8 * 9 3 0 0 3

9 - - - - - - - 9 * 5 1 1 0 2

10 - - - - - - - 10 * 5 1 1 0 2

11 * 1 0 0 1 1 11 - - - - - - -

12 - - - - - - - 12 - - - - - - -

13 - - - - - - - 13 0 0 0 0 1

14 * 22 0 11 0 1 14 - - - - - - -

15 - - - - - - - 15 * 48 0 23 2 3

69 5 24 6 10 0 0 67 5 25 2 12 0 0

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル
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精華女子高等学校 延岡学園高等学校69 67

2019年6月23日(日) 会場： 沖縄県立武道館アリーナ9:00

女子準決勝

石嶺　良方

大久保　好純

クルーチーフ

1stアンパイア

○ ● (宮崎県)(福岡県)

木村　瑞希

選　手　氏　名

三浦　舞華

吉原　陽世

佐田　明美

No. A1 日時：

選　手　氏　名

樋口　鈴乃

屋宜　沙弥香

2stアンパイア

合計

戦　　評

記載者 山里　聡 （所属） 沖縄県高体連バスケットボール専門部

合計

１Q　延岡学園は＃15の高さを活かしたポストプレーから流れに乗る。＃９のカットインなどもあり序盤を優位に進める。
精華女子　  は＃７のジャンプシュート・カットインで応戦し、16-18と延岡リードで終える。
２Q　序盤は精華が攻勢をしかけ、＃４の３P・アシスト、＃７のシュートで30-25と逆転し、延岡がタイムアウトをとる。その
後、延岡は＃15がリバウンド・ブロックで活躍を見せる。延岡が再逆転し、33-37で延岡がリードして折り返す。
３Q　序盤、精華が＃14のスティールからのレイアップシュートで勢いに乗る。オールコートディフェンスをしかけ、点差を
縮める。精華＃７のアシストからの＃14のシュートで45-44と逆転し、延岡がタイムアウトをとる。その後、延岡は＃15の
シュート・＃10の３Pで反撃し、51-51で終える。
４Q　序盤は一進一退の展開が続き、延岡＃15のオフェンスリバウンドからのシュートが決まったところで精華がタイムア
ウトをとる。その後、精華＃４のアシスト・＃14のシュートで61-62として延岡がタイムアウト。残り３分で62-62と僅差が続
くが、精華＃４の素晴らしいパスから＃14のシュートで波に乗る。加えて、＃４の３Pが決まり、引き離した。延岡もタイム
アウト後の残り30秒、＃９の３Pで最後の意地を見せるが、激しく果敢なディフェンスを遂行した精華が69-67で接戦を制
した。

岩切　友南

塩月　絢音

西野　彩音
ムボムボ　ムロロ　ファーロン

嵐　夏妃

仲眞　華子

齋藤　風香

垣花　明里

徳永　夏

柳田　蘭

中園　陽菜乃

高木　愛華

令和元年度　全九州高等学校体育大会
第72回　全九州高等学校バスケットボール競技大会

コーチコーチ 大上　晴司

佐藤　亜美

デンベル　サナタ

谷ノ口　陽菜

笹栗　圭夏

甲斐　心温

岩切　陽菜

愼野　綾乃

川添　裕司
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